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凡例




これは「改造」第十二巻第九号（昭和五年九月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








  ナンセンスの社會學

赤神良讓
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　來きたりつゝあるものは明あきらかに反逆はんぎやく時代じだいである。だから現代げんだい社會しやくわいの餘あまりに窮屈きうくつな、餘あまりに總すべてを意味いみ附づけて考かんがへ、意味いみ附づけらるることなくしては、何事なにごとも行おこなはない、といふ時代じだい精神せいしんに反抗はんかうして、反逆はんぎやくの狼煙のろしをあげ來きたるものは、それはその反對はんたい物ぶつたるナンセンスの思潮してうであらねばならない。それ故ゆゑにナンセンスは、現代げんだい人じんにとつて、決けつして單たんなる無意義ナンセンスではない、それは寧むしろ「無意味むいみの有意味いういみ」であることを考かんがへねばなるまい。

　又また現代人げんだいじんは「必然ひつぜん」に飽滿はうまんせしめられてゐる。一ひとつの出來事できごとがあれば、必かなず彼等かれらはその因果いんぐあの關係くわんけいを調しらべあげ、その必然ひつぜん性せいを檢證けんしようしようと努力どりよくする。そしてそれを彼等かれらは、「科學くわがく的てき」であると誇稱こしようしてゐる。然しかるに考かんがへ直なほして見みると、實際じつさい社會しやくわいは「偶然ぐうぜん」であり、バイチヤンスの無數むすうの相乘さうじよう積せきである。だから又また一ひとつの社會しやくわい現象げんしようは、このバイチヤンスとバイチヤンスとの平行へいかう四邊へん形けいの關係くわんけいであり、偶然ぐうぜんと偶然ぐうぜんとのゴツタ返がへしであり、二乘じようであり、三乘じよう四乘じようの關係くわんけいである。たゞ人々ひと〴〵はその科學くわがく的てき錯覺さくかくによつて、この無數むすうのバイチヤンスの裡うちに、——それを個々こゝに觀察くわんさつするならば、そこに何等なんらの法則はふそくはない、然しかし無數むすう回くわいの現象げんしように就ついて觀察くわんさつをなすならば、それを支配しはいする一定ていの法則はふそくがある、——といふ、バイチヤンスの法則はふそく性せいを發見はつけんして、「大數たいすうの法則はふそく」と名なづけ、無理むりやりに總すべてを法則はふそく化くわし、必然ひつぜん化くわさうとしてゐる。だから又また現代げんだいに倦怠けんたいする人々ひと〴〵は、その法則はふそく化くわに對たいして法則はふそく無視むしの希望きぼうを持もち、その必然ひつぜんづくめに對たいして偶然ぐうぜんを讃美さんびしようとする。一切さいの人巧じんかうをば退しりぞけて、自然しぜんのバイチヤンスに歸かへらうとする。苦心くしん惨憺さんたん條理でうり整然せいぜんたる過程くわていを辿たどる所ところの戀こひ物語ものがたりよりも、「彼かれはどうして女をんなを拾ひろつたか」に百パーセントの興味きようみを持もち、數理すうりを超越てうゑつしてゐる「錢話せんわ」に夢中むちうにならうとする。數理すうり人じんはそれを「馬鹿ばからしい話はなし」だと云いひ、「氣狂きちがひ沙汰ざただ」といふ。然しかり、倦怠けんたい人じんは、その馬鹿ばかにならうとし、その氣狂きちがひ沙汰ざたを羨望せんばうしてゐる。餘あまりに小こ利口りこうであることに、充分じうぶんの反感はんかんを持もつことによつて、偶然ぐうぜんから偶然ぐうぜんへと自由じいうの飛躍ひやくを試こころみようとしてゐる。堅苦かたくるしい人生じんせいの顏かほに、ナンセンスのポスターをペタ〳〵と貼附はりつけることによつて、その反逆はんぎやく心しんに幾分いくぶんの滿足まんぞくを與あたへようとしてゐる。


×



　又また現代げんだい社會しやくわいは何なにから何なにまでをも、その營利えいり的てきの機制からくりによつて縛しばりあげてゐる。だから現代げんだい人じんは、その全身ぜんしんの末梢まつせう神經しんけいをいらだゝせて、一厘りん一錢せんの損得そんとくにまで、餘あまりに怖おそろしき緊張きんちやう振ぶりをば示しめしてゐる。會計くわいけい學がくや簿記ぼきの先生せんせいは「一厘りん一毛もうの誤算ごさんでも、その誤算ごさんたるや矢張やはり誤算ごさんで、百億おく千億おくの誤算ごさんと、その誤算ごさんたる點てんに於おいては變かはりはない」とその尊敬そんけいすべき數理すうりの精確せいかくさをば、熱心ねつしんに彼等かれらの生徒せいとに敎込おしへこまうとしてゐる。又また吾々われ〳〵が銀行ぎんかうに行ゆくならば、幾人いくにんかの銀行ぎんかう員ゐんが、「何度なんどその紙幣さつを數かぞへたなら氣きがすむのか」と何時いつも溜息ためいきが吐つける程ほど、右みぎから數かぞへ、左ひだりから數かぞへ、そして表おもてから、裏うらから、はてはそれをば一枚まいづゝ彈はじき、そして捻ひねり出だして見みる。又またそれと同樣どうやうに、不ふ熟練じゆくれんな機關手きくわんしゆが、泥どろ汽車ぎしやをば急きふ停車ていしやする時ときの樣やうな、雜音ざつおんをたててゐるデパートの金錢きんせん登錄とうろく器きは、タイプライターと共ともに、近代きんだい的てき雜音ざつおんの發聲はつせい器きとして雙璧さうへきであるばかりではなく、そのせゝこましさ、その惡意あくい的てきなる監督かんとく性せい、その神經しんけい衰弱すゐじやく的てきなる猜疑さいぎ性せいに、吾々われ〳〵は決けつして好感かうかんを抱いだき得うる者ものではない。吾々われ〳〵はそのせせこましさに呪のろひを發はつし、その猜疑さいぎ性せいに嘲笑てうせうを作つくらねばならない。

×



　又また現代げんだい生活せいくわつは餘あまりに合理がふり化くわされ過すぎてゐる、機械きかい論ろん的てきになり過すぎてゐる。そして現代げんだい人じんはさうならねばならぬものと思込おもひこんでゐるらしい。人間にんげんの胃腑ゐのふと硝子がらすの試驗しけん管くわんとを同どう一視しして、何なんでも三千八百カロリーの品物しなものをば胃袋ゐぶくろに叩込たゝきこむならば、それで人間にんげんは生いきて行ゆかねばならぬ必然ひつぜん性せいにあるかの如ごとき、生理せいり經濟けいざい論ろんをば構築こうちくして、酒さけを飮のんでさへ、或者あるものは赤あかくなり、或者あるは靑あをくなり、又また或者あるものは笑わらひ、或者あるものは泣なき、或者あるものは怒いかり、そして或者あるものは多辯たべんとなり、又また或者あるものは默々もく〳〵然ぜんとして考込かんがへこむといふが如ごとき、雜多ざつたにして複雜ふくざつなる生理せいり的てき心理しんり的てき反應はんおうを呈ていする人間にんげん現象げんしようをば、悉こと〴〵く消去せうきよし閑却かんきやくして、そこにリトマス反應はんのうの如ごとき、簡單かんたん一律りつなる法則はふそくをば打立うちたて、それによつて人間にんげんの生活せいくわつをば化學くわがく的てきに又また物理ぶつり的てきに統制とうせいせねばならぬ、と考かんがへ出だしてゐるらしい。だから如何いかなる場合ばあひに於おいても、現代げんだい人じんは理屈りくつを要求えうきうする、如何いかなる行爲かうゐに際さいしても現代げんだい人じんは主義しゆぎを標榜へうばうする。

　洵まことに現代げんだい人じんは餘あまりに哲學てつがく者しやであり、そして餘あまりに道德だうとく家かとしての假面かめんを裝よそほふに專念せんねん的てきである。

×



　K博士はかせは有名いうめいなる大たい酒家しゆかである。けれども博士はかせは理由りいうなしには、その一滴てきたりとも喉のどにはしない。而しかも博士はかせは巧妙かうめうにその理由りいうを發見はつけんする。四方はう拜はい、天長節てんちやうせつを始はじめとして、神嘗祭かんなめさい、明治めいぢ節せつ、新嘗祭にひなめさい、大正たいしやう天皇てんのう祭さい等とうの祭日さいじつは勿論もちろん、陸海軍りくかいぐん記念日きねんび、自己じこの誕生たんじやう日び、妻つまの誕生たんじやう日び、子供こどもの誕生たんじやう日び、著書ちよしよ出版しゆつぱん記念きねん日び、父母ふぼの命日めいにち、カント・アーベント、さてはニユートンの萬有ばんいう引力いんりよく發見はつけん記念きねん日び、佛欄西フランス革命かくめい記念きねん祭さい、それからそれへと、博士はかせは一年ねんの始はじめに於おいて、その日記につき帳ちやうに、赤あかく正當せいたうに飮のめる日ひをば、——博士はかせはそれを「左傾さけい日び」と前まへから呼よんでゐられたさうである、そしてその「左傾さけい日び」をば、——書かき込こんで行ゆかれる。若もし不幸ふかうにして、七月ぐわつ、八月ぐわつの如ごとく記念きねん日び手薄てうすの月つきに於おいて、徒いたづらにその白しろき日ひ卽すなはち「右傾うけい日び」が續つゞくならば、珍めづらしき友人いうじんをば招待せうたいするといふ「久濶きうくわつ日び」が、所々しよ〳〵に揷入さふにふされて來くるのである。

　然しかし今いま考かんがへて見みるならば、それは要えうするに飮のむことではないか、吾々われ〳〵は博士はかせがその「左傾さけい日び」をば、適度てきどに配置はいちされる御お手際てぎはに感心かんしんするよりも、「唯たゞ、何なんとなく飮のみたいから飮のむまでだ」と放語はうごし得えないで、カントを引合ひきあひに出だし、ニユートンにお酌しやくを强しひられねばならない、その合理がふり癖へきに先まづ憎惡ぞうをとそして憐憫れんびんの情じやうとを痛感つうかんせねばならなくなる。人間にんげんは本來ほんらい左樣さやうに合理がふり的てきに生活せいくわつしてゐるものでは決けつしてない、然しかるに現代げんだい人じんはそれを合理がふり的てきに彌縫びほうしようと絕たえず努つとめてゐる。そして吾々われ〳〵は又またそこに息いき苦ぐるしさをば感かんぜねばならない。

×



　彼等かれらは又また時間じかんを喧やかましく云いふ、規則きそくを喧やかましく云いふ。一秒べうの百分ぷんの一でも遅刻ちこくするならば、それはそれだけボーナスの袋ふくろに輕減けいげん作用さようを及およぼして來くる。だから今いまそのボーナスを氣きにしながら、出勤しゆつきん時刻じこくに間まに合あはす爲ために、バスに飛乘とびのりするならば、「どうぞ、停留ていりう場ぢやうから」と、切角せつかく命いのちを的まとに飛乘とびのりし得えてホツとしたものを、又また命いのちを的まとに飛降とびおりせねばならない。では停留ていりう場ぢやうへと急いそいで逆ぎやく戾もどりしようとすれば、交通かうつう巡査じゆんさは「左側ひだりがは通行つうかう」と怒鳴どなる。忌々いま〳〵しさに唾つばを吐はかんとすれば、「痰たん唾つば無用むよう、吾等われらの町まちを美化びくわしませう」と云いふビラが鼻先はなさきにつきつけられてゐて、その唾つばの遣場やりばに窮きうせざるを得えない。そこで吾々われ〳〵は益々ます〳〵あせり氣味きみになる、電車でんしやに飛込とびこめば、そこには掏摸すりの危害きがいがあり、急いそいで道みちを橫切よこぎれば、そこに轢逃ひきにげの危險きけんがある。犬いぬを飼かつて「小彌太こやた」と名なづけ、猫ねこを飼かつて「善次郎ぜんじらう」と呼よび「時々とき〴〵は蹴飛けとばして見みるが、ヒーと云いひ、ニヤンと云いふまでである」と得意とくい然ぜんとして友人いうじん間かんに披露ひろうをすれば、そこには裏切うらぎり物ものがある、重役ぢゆうやくは必かならず彼かれの首くびを切きることによつて、彼かれに悲鳴ひめいをあげさせ、ヒーと云いひ、ニヤンと云いはせるに違ちがひない。全まつたく油斷ゆだんも隙すきもならない時勢じせいとなり、何なにもかも癪しやくの種子たねならざるはない。

　だから吾々われ〳〵はこの憤慨ふんがいと、この緊張きんちやうと、この煩悶はんもんと、そして餘あまりのしかつめらしさと、せゝこましさと、餘あまりの理屈りくつと、必然ひつぜんと、營利えいりとでこねあげられてゐる人生じんせいに對たいする一揆き性せいを、その内心ないしんに於おいて醸化じやうくわせざるを得えない。

　長ながい緊張きんちやうに次ついで來きたるべき弛緩しくわんを求もとめざるを得えない。總すべてを合理がふり化くわし、總すべてを目的もくてき化くわし、有意義いういぎ的てきに構築こうちくされてゐる思惟しゐの殿堂でんだうの眞惟中まつたゞなかに、無意義むいぎの偶像ぐうざうをば安置あんちして、世人せじんに鼻はなをあかしてやらねばならない。そしてそこに吾々われ〳〵は、ナンセンスの社會しやくわい性せいを發見はつけんし、その流行りうかう性せいを見出みいだし得うると思おもふ。

×



　又また吾々われ〳〵はナンセンスの屬性ぞくせいとして、簡潔かんけつ性せいのあげられてゐるのを聞きく。ロンブローゾーの云いふが如ごとく、文明ぶんめいは常つねに多少たせうに拘かゝはらず病的びやうてきである、殊ことに現代げんだいの文明ぶんめいは變態へんたい的てきであり頽廢たいはい的てきである、從したがつてそれは神經しんけい衰弱すゐじやく症しやう的てきである。

　吾々われ〳〵が朝あさ新聞しんぶん紙しを開ひらくならば、先まづ三段だん拔ぬきの大おほ見出みだしに目めを落おとし、次ちいで直たゞちに六號がう活字くわつじの「その日ひその日ひ」の短評たんぴやうに、又は「靑あを鉛筆えんぴつ」に目めを轉てんずることであらう。現代げんだい人じんは氣根きこんを失うしなひかけてゐる、寸鐵すんてつ人ひとを刺さすの刺戟しげきを求もとめてゐる。或ある博士はかせが、その著書ちよしよの厖大ぼうだいさを誇示こじして、一萬まん數すう千頁ページの著作ちよさくをなしたと云いふや、原はら勝郎かつらう博士はかせは、「奴やつは馬鹿ばかだからさ、自分じぶんの意見いけんを述のべるのに、一萬まん數すう千頁ページも書かかなきや述のべられないとは、馬鹿ばかの證據しようこぢやないかな」と酷評こくひやうを投なげてゐる。眞理しんりは常つねに簡單かんたんである、だから吾々われ〳〵はそれを簡潔かんけつに把持はぢし、簡明かんめいに表現へうげんせねばならぬ、と世よの神經しんけい衰弱すゐじやく症しやう患者くわんじやは云いふ。そして吾々われ〳〵も亦またその近代きんだい人じんとして、充分じうぶんなる共鳴きようめいをそこに見み出いだすことが出來できる。

　昔むかしペルシアの若わかき王子わうじゼミイルが、父ちゝの後あとを繼ついで王位わうゐに卽ついた。さて、國中こくちうの學者がくしやを集あつめていふ。「王者わうしやたる者もの、もし過去くわこの歷史れきしに通つうぜば、過あやまつ事こと少すくなからむとは、わが師しの敎をしへだ。卿けい等らはわが爲ために世界せかい史しを作つくり、その完備くわんびを期きせよ」と。それから二十年ねんを經へて學者がくしやは、十二頭とうの駱駝らくだの一隊たいを率ひきゐて、一頭とうに五百卷くわん宛づゝを積つみ、すべて六千卷ぐわんの書しよを王わうに獻けんじた。國政こくせいに忙殺ばうさつされてゐる王わうは、深ふかく學者がくしやの勞らうを謝しやして後のちいふには、「朕ちんは既すでに中年ちうねんである、たとひ老おゆる迄まで生いきようとも、此この浩澣かうかんな歷史れきしは讀よめぬ、之これを短縮たんしゆくせよ」と。それからまたもや刻苦こくく精勵せいれいの二十年ねんを經へて、學者がくしやは之これを千五百卷くわんに縮ちゞめ、王わうに捧さゝげて要點えうてんは毫がうも省はぶいてないと申まをしあげた。王わうは、「さうであらう、然しかし朕ちんは既すでに老おいた、更さらに之これを縮ちゞめ、出來でき得うるだけ早はやく仕上しあげよ」と命めいじた。今度こんどは十年ねんを經へて、學者がくしやは一頭とうの若わかき象ぞうに僅わずかに五百卷くわんを積つんで持もつて來きた。王わうは、「まだ不ふ十分ぶんだ、朕ちんの餘命よめいは幾何いくばくも無ない、更さらに縮ちゞめよ」といふ。また五年ねんが經たつた、今度こんどは學者がくしやが杖つゑにすがつて、一匹ぴきの驢馬ろばに大おほきな書物しよもつ一册さつを載のせて持もつて來きた。王わうは此時このとき臨終りんじうの床とこに在おはすと、或ある官人くわんにんが告つげる。王わうの云いはるゝには、「朕ちんはいま逝ゆく、遂つひに人間にんげんの歷史れきしを知しらずして」と。老おいたる學者がくしやは、「陛下へいかよ、否いな、臣しんはこれを約つゞめて三語ごとなさむ、曰いはく、生せいと苦くと滅めつと」とアナトオル・フランスが書かいてゐる。そしてそれは吾等われら近代人きんだいじんの洵まことに云いはんとする所ところであり、「それ見みよ」とばかりに、厖大ぼうだいなる著書ちよしよに得意とくいとなり、長ながたらしく且かつ難解なんかいの哲學てつがくと論文ろんぶんとに慢心まんしんしてゐる學者がくしやに、投與とうよされる諷刺ふうしと冷笑れいせうとで、それはあらねばならない。

×



　大笑たいせうは心理しんり的てきに發達はつたつしない野蠻やばん人じんのやることで、文明ぶんめい人じんは大笑たいせうをやらない。彼等かれらは微笑びせうをやる、冷笑れいせうをやり、嘲笑てうせうをやる、そしてその冷笑れいせうによつて、大笑たいせう以上いじやうの滿足まんぞくを心こころひそかに味あじはつてゐる。だからナンセンスは、又またその屬性ぞくせいに後者こうしやの笑わらひの合成がふせい物ぶつをば包有はういうしてゐる。一體たいナンセンスの持もつ笑わらひは、心こころの思惟しゐをば一旦たんやりすごす、そしてそれに臀餅しりもちをつかせる所ところに孕はらまれて來くる笑わらひである。心こころの作用さようはいつも先走さきばしりをする。

　今いま、徴兵ちようへい檢査けんさ官くわんがあつて、壯丁さうていの一人ひとりを騎兵きへいに採用さいようしようと考かんがへた。檢査けんさ官くわん「君きみは何なにか、馬うまが好すきかな？」壯丁さうてい「ハイ、葱ねぎがあれば五斤きんもたべます」といふ答こたへのもつ笑わらひは、「君きみは、馬うまが好すきか？」と問とはれたのに對たいして、讀者どくしやの心こゝろは、「馬うまが好すきです」と答こたへるだらうとか、或あるひは「馬うまはまだ乘のつたことがないので怖こはくあります」と答こたへるであらうとか、既すでにその答こたへを先走さきばしつて豫想よさうしてゐるのに、壯丁さうていの答こたへは全まつたく脫線だつせん的てきであり、その豫想よさうに臀餅しりもちをつかせ、逆戾ぎやくもどりし、轉轍てんてつせねばならなくならしめる。若もしそれを心理しんり學者がくしやのリツプスに言いはせるならば、その心こころのまごつきと落ちとに、笑わらひがあると云いふことになるであらう。そしてそれは單たんなる笑わらひではない、その答こたへの馬鹿ばからしさに對たいする微笑びせうがある。威權ゐげん振ぶつて嚴きびしく構かまへてゐる檢査けんさ官くわんが、「葱ねぎがあれば五斤きもたべます」といふ答こたへに、どんなに面めん喰くらつたか？「樣ざま見みろ」といふ權威けんゐに對たいする反感はんかんの慰なぐさめから起おこる冷笑れいせうがある。そして又またその壯丁さうていの愚鈍ぐどんさ加減かげんに、嘲笑てうせうと憫笑びんせうとを讀者どくしや諸君しよくんは味あぢはひ得うるのである。

　牧師ぼくし「トムさん、その瓶びんの中なかに入はいつてゐるのは何なんですか？」トム「あゝこれですか、ウイスキーです、半分はんぶんは弟おとうとので、あとの半分はんぶんは俺おれのです」牧師ぼくし「いけません、酒さけは惡魔あくまの飮物のみものです、貴方あなたの分ぶんだけでも、今いまここでお捨すてなさい」トム「それがどうも、弟おとうとの分ぶんが上うへの方ほうにあるので、俺おれのは底そこの方ほうにあるので……」吾々われ〳〵は牧師ぼくしのいつもいやに道德だうとく家か面つらをしてゐるのに反感はんかんを以もつてゐる、だからトム公こううまく斷ことわつた、と微笑びせうを持もつことが出來できるか、さもなくば上うへの半分はんぶん、下したの半分はんぶん同おなじではないか、とトム公こうの馬鹿ばか正直しやうぢきに嘲笑てうせうを持もつことが出來できる。

　詩人しじん「ある者ものは名譽めいよを、又またあるものは富とみを、更さらにある者ものは戀こひを、人ひとは何なにかを渴望かつばうするものである」女中ぢよちう「それよりか、世間せけんの誰たれもが渴望かつばうするものがございますわ」詩人しじん「それは、何なんだね一體たい？」女中ぢよちう「鹽魚しほさかなを食くつたあとの水みづでございます」簡單かんたんのことを强しいて意味いみ深長しんちやうに表現へうげんしようとする、詩人しじんに吾々われ〳〵の底奧そこふかき嘲あざけりがある。女中ぢよちうの平凡へいぼんの答こたへに吾々われ〳〵の凱歌がいかがある。

　晦日みそかの夜よ、橋はしの下したに焚火たきびをして暖だんをとつてゐる乞食こじきの夫婦ふうふがある。乞食こじきの女房にようばう「この寒さむいのに旦那だんな樣さま方がたは、掛取かけとりに忙いそがしさうにあちらこちらと、走はしつておあるきになる、だのにおらはまア、取とる金かねとてないので、かうやつて焚火たきびにあたつてゐられる」乞食こじきはすツくりと立たち上あがつて、女房にようばうを見下みおろし樣さまに、「それも皆みな誰たれのお蔭かげだと思おもふ」と誇ほこらかに云いふ。そのとんちんかんの誇ほこりに笑わらひがある。親爺おやぢのどこまでも女房にようばうに恩おんを着きせ、威張ゐばつて見みたいといふ、男をとこの女をんなに對たいするイデオロギーに放はなたれた皮肉ひにくがある。

　外交ぐわいかう員ゐん「奧樣おくさま、盗難たうなん豫防よばう器きは如何いかがでせう」奧樣おくさま「宅たくでは不用ふようよ」外交ぐわいかう員いん「さうで御座ございませうとも」奧樣おくさま「え？」外交ぐわいかう員いん「何なにお隣となりで買かつて頂いたゞきました時ときに、お宅たくへ行いつても駄目だめよ、何なにも盗ぬすまれる品物しなものなぞないんですからつて、伺うかゞつて參まゐりましたんですけれど、まさかと思おもひまして……」奧樣おくさま「さう、隣となりでそんなことを云いつたの、まア失禮しつれいな、一ひとついくら、安やすいのね、五つばかり置おいて行いつて頂戴ちやうだい……」女をんなの虛榮きよえい心しんに對たいする哄笑こうせうがある、外交ぐわいかう員ゐんのしてやつた狡猾かうくわつさに對たいする冷笑れいせうがある。吾々われ〳〵が常つねに言いはんとしてゐる冷罵れいばを、吾々われ〳〵に代かはつてナンセンスは、あらゆる癪しやくの種子たねといふ種子たねに、遠慮ゑんりよなく振掛ふりかけて吳くれてゐる、そしてそこに愉快ゆくわいがある。

×



　阿弗利加アフリカの森林しんりんでの話はなしである。二匹ひきの大おほきな蛇へびが喧嘩けんくわをやつた。やがて二匹ひきは嚙かみ合あひをやめて、お互たがひに對手あひて方がたの尾をから呑のみ始はじめて來きた。蛇へびは同おなじい大おほきさである。靑あをい蛇へびが黑くろい蛇へびを一寸すん呑のむと、黑くろい蛇へびも劣おとらずに靑あをい蛇へびの尾をを一寸すん呑のんで來くる、二寸すん呑のむならば又また二寸すん呑のんで來くる、とうとう靑あをい蛇へびが黑くろい蛇へびを全部ぜんぶ呑のんで了しまつたその瞬間しゆんかんに、又また黑くろい蛇へびは靑あをい蛇へびを全部ぜんぶ呑込のみこんで了しまつた、そしてそれと同時どうじに二匹ひきの蛇へびは消きえて爲なくなつて了しまつた。といふ呑のまれて胃腑ゐのふの中なかにある蛇へびが、その胃腑ゐのふを以もつてゐる蛇へびを呑のんで了しまつたといふやうな、ナンセンスの話はなしは、合理がふり論ろん者しやに對たいする諷刺ふうしである、總すべてが論理ろんり的てきに進行しんかうするものだと獨斷どくだんしてゐる男をとこへの敎訓けうくんであり、皮肉ひにくである。

　强盗がうたうをやつた囚人しうじんが、刑務所けいむしよで十字架じかのキリストを見みて、「看守かんしゆさん、あすこにブラ下さがつてゐる男をとこは、この刑務所けいむしよでやられたんですかね」「あの男をとこ？　この刑務所けいむしよで、馬鹿ばか野郎やらう！　あれはな、イエス・キリスト樣さまだ、この罰ばつ當あたり奴めが」と怒鳴どなられた彼かれは、病氣びやうきになつて出獄しゆつごくが許可きよかされて、ある町まちの慈善じぜん病院びやういんに入いれられた。そこで彼かれは立派りつぱな髯ひげを生はやしてゐるキリストの額がくを見みて、「看護かんご婦ふさん、あれはこの病院びやうゐんの院長ゐんちやうさんですかな」「まア、あの方かたを御ご存知ぞんぢないんですて、この世よをお創つくりになつた天てんのお父樣とうさまですわ、吾等われらの主しゆ、キリストのお父樣とうさまぢやありませんか」「ぢやキリストのおやぢぢやね」「さうよ、お父樣とうさまよ」彼かれは病やまひも瘉いえて久方ひさかたぶりで娑婆しやばの風かぜに當あたり、ある所ところへ遊あそびに出でかけた。するとその女をんなの部屋へやに、子供こどもを抱だいて、おそろしく上品じやうひんな婦人ふじんの繪ゑが壁かべにかゝつてゐた。「こいつア此家ここのお神かみさんか、まさかおめえぢやあるまえ」と女をんなに問とうた、「なんですつて、まア馬鹿ばかだね、これはマドンナぢやないの」「何なんだね、そいつは」「キリスト樣さまのお母樣かあさまよ、主しゆイエス・キリスト樣さまを處女しよぢよで身みごもり給たまひし、やんごとなき方かたなんぢやないの」「さうか、ぢやキリストのおふくろだね」そこで彼かれは考かんがへた、どんなにキリストは偉えらいか知しれないが、息子むすこは刑務けいむ所しよで、親爺おやぢは病院びやうゐんに、おまけにおふくろはあいまい屋やにゐるなんて、何なんとみじめな一家かなんだらうと。そしてそこにはその强盗がうたう囚しうの無智むちにかこつけたる宗敎しうけうの冒瀆ぼうとくがある、キリストの冒瀆ぼうとくがある。勞農らうのうロシヤが、マリヤの像ざうを賣うり、十字架じかを鑄い潰つぶして馬蹄ばてい鐵てつを造つくり、敎會けうかいを無神論むしんろん者しやの學校がくかうに改造かいぞうし、聖徒せいとのミイラと、豚ぶた及および土鼠もぐらのミイラとを、宗敎しうけう博物はくぶつ館くわんに並列へいれつしてゐると同樣どうやうなる、宗敎しうけう威權ゐけんに對たいするずるき反逆はんぎやくであり、そのずるさに吾々われ〳〵は微笑びせうを持もつのである。

×



　近代きんだい人じん彼等かれらは、總すべての點てんに於おいてずるさを學まなんでゐる、トリツクを好愛かうあいしてゐる、故ゆゑに瞞着まんちやくし、ペテンに掛かけることによつて、自己じこの慧智えいちの儁英しゆんえいさを自負じふしようとし、私ひそかに享樂きやうらくし、誇示こじしようとする。だから又また近代きんだい人じんは總すべての出來事できごとをもナンセンスに化くわすることによつて、輕快けいくわいに皮肉ひにくらうと企圖きとし、攻撃こうげきしようとする。だから又また人々ひと〴〵は、そこに嚴きびしき超てう弩級どきふの顏かほに、全まつたく空虛くうきよの頭あたまを乘のせ運はこんでゐる、ナンセンス型がたの男をとこを主役しゆやくとして、彼等かれらは如何いかにして三つの男爵だんしやくを拾ひろつたか、といふナンセンス劇げきを、容易よういに書下かきおろすことが出來できるといふ、或あるひはさうかも知しれないと私わたしも思おもふ。
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